
熊本地震での実績
熊本地震前に制震ダンパーで補強した建物７棟(全てリフォーム物件)は
２度の震度７を受けても、構造上の被害が無かったことを確認しています

60年間メンテナンスフリーでご利⽤できます

筋交いや合板による『耐震』と
オイルダンパーによる『制震』で
大地震時でも倒壊０を目指します。

建物の元々持っている耐震性能にプ
ラスで制震工法を取り付けることで、
大地震時に必ず発生する大きな余震
に対しても耐震性能を損ないません。

建物の損傷・倒壊のリスクを抑える
ことが出来ます。

・⽊造住宅⽤の制震工法として
初めて(一財）日本建築防災協会の
技術評価を取得致しました。

・平成16年の販売開始から
１００００棟以上の実績があります。
(新築⽤・改修⽤の合計）

技術評価と実績

日⽴の制震システム

日⽴製のオイルダンパー(油圧の⼒)で地震エネルギーを吸収

◆屋根⽡の落下や、窓ガラスの破損
も防ぐことができました



新築用 リフォーム用【新築在来用】

【新築２×４用】

○概要
・新築の在来軸組工法、２×４工法の建物に取り付け

可能な⽊造⼾建て住宅⽤制震工法です。
・３階建ての建物にも取り付けが可能です。
・基本的に制震装置は１階部分へ取り付けます。

○施工について
・取付は工務店様にお願いしております
・１箇所の取付時間は40分前後です。
・横架材間距離最⼤3400mmまで取り付けが可能です。
・合板パネルもセット内容に含まれています。
・取付に際し特別な道具や技術は必要ございません。

○設計方法について
・棟別に必要本数と地震による変形の低減率を

計算しております。(時刻歴応答解析)
・推奨取付け位置を配置案としてお出ししています。
・計算に必要な資料は平・⽴⾯図、筋交い図⾯です。
・計算には１週間ほどお時間を頂く場合があります。
・概算の本数の目安は延５坪に対して１箇所です。
・45mmの片筋交いとの同居が可能ですが、制震装置

⾃体は壁倍率をもっておりません。
・配置箇所は比較的⾃由がききますが、外周壁は

断熱材との兼ね合いがあるため、基本的に
間仕切り壁への取り付けで配置をしています。

【計算結果書類一式（効果判定書・波形図・配置図面）】
【改修用外壁設置型】

【改修用内壁設置型】

○概要
・在来軸組工法、伝統工法の建物に取り付け可能な

⽊造⼾建て住宅⽤制震工法です。
・(一財)日本建築防災協会の技術評価を受けています。

ＤＰＡ-住技-30-1(変更・追加・更新)
壁基準耐⼒ 内壁⽤：4.3KN/m 外壁⽤：3.1KN/m
・旧家や伝統工法の建物にも最適です。

○施工について
・取付は工務店様にお願いしております
・１箇所の取付時間は40分前後です。
・横架材間距離最⼤3400mmまで取り付けが可能です。
・合板パネルもセット内容に含まれています。
・取付に際し特別な道具や技術は必要ございません。
・内壁設置型は一部床・天井の解体が必要です。

○設計方法について
・棟別に必要本数と制震効果を計算しております。
・計算に必要な資料は耐震診断書です。

(⾃治体の助成⾦を受けない場合図⾯のみでも可)
・計算には約１週間ほどお時間を頂く場合があります。
・45mmの片筋交いとの同居が可能です。
・30坪の建物で６箇所前後が目安です。
・配置箇所は現場状況を考慮の上、バランスよく

取り付けて下さい。

【計算結果書類一式（効果判定書・波形図）】

↑

改修用の計算の場合、４種類
の地震波で建物の安全を確認
しています


